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Webサイトでは、より詳細な情報やこのほかの活動を紹介しています。
https://www.maruha-nichiro.co.jp/corporate/management/governance/riskmng.html

リスクマネジメント

　マルハニチログループでは、マルハニチロリスク管理統括
部を中心に、マルハニチロ各部署やグループ各社のリスク管
理責任者・リスク管理担当者が連携してリスク管理業務に取
り組む体制を整えています。
　また、リスク管理統括部はグループのリスク管理の司令塔
役として、平時においてはグループの事業活動に潜むさまざ
まなリスクを日常的に管理し、業務改善につなげることでリ
スクの拡大やクライシスを未然に防ぐ「リスクマネジメント」
に取り組んでいます。一方、企業の存続が危ぶまれるような
重大な事件・事故、大規模自然災害などの有事においては、
非常事態に対応する「クライシスマネジメント」の中心的な
役割を担います。

迅速・確実なリスク情報の伝達
　重要なリスク情報が経営トップまで迅速・確実に伝わるよ
う、複数の情報伝達ルートを設けています。
　グループ内で発生したリスク情報は、通常の職制ルートを
経由してマルハニチロ社長に報告されるだけでなく、マルハ

徒歩帰宅訓練の実施
　首都圏での直下型地震発生による交通機関の麻痺に備
え、帰宅困難者発生時の支援業務を組織的に対応できる体
制や行動計画を整備しています。これらの行動計画の実効
性を高めていくために、首都圏での徒歩帰宅訓練を2014年
以降再開し、定期的に開催しています。
　本社ビルにおいては、安全に集団帰宅行動が取れる推進
体制や個々人による対応能力を強化するために、ICTを活用
した「災害帰宅時支援サイト」を構築。同サイトを通じて「個
人情報を保護しつつ、徒歩帰宅集団形成に必要な居住エリ
ア情報の収集と徒歩帰宅行動を集団で行う場合のグルーピ
ング番号の配信」「自宅までの徒歩帰宅マップ作成支援」な
どのサービスが円滑に提供できるよう、就労環境を整備しま
した。

情報セキュリティに関する方針

　情報セキュリティに関し、「情報セキュリティ管理規程」を
定め、当社が有する情報資産の活用による利便性を確保し、
情報漏えいや改ざん、コンピュータウィルスによるシステム障
害などを未然に防止するために、総合的・体系的に情報セ
キュリティ対策を実施することを基本方針としています。
　当方針を実践していくために、「情報セキュリティ管理規
則」を定め、情報資産に対する情報セキュリティ対策を講じ
るために遵守すべき具体的な手順と行為を規定しています。
また、社会環境の変化や情報技術の発達にともなって適宜
見直しをはかっており、最新版は速やかに社内イントラネッ
トで公開し、全社員に周知徹底するように努めています。
　また、2015年12月に「経済産業省」と「独立行政法人情
報処理推進機構」から公表された「サイバーセキュリティ経
営ガイドライン」に準拠して、情報セキュリティ体制および情
報セキュリティ対策の継続的な改善をはかっていきます。

ニチロ各部署・グループ各社に設置したリスク管理担当者か
らマルハニチロコーポレート部門の該当部署およびリスク管
理統括部に直接報告されます。リスク管理統括部は、教育・
訓練や各部署・グループ各社とのリスクコミュニケーション
を積極的に推進し、この体制の維持向上をはかっています。
　これらの取り組みを通じ、グループ全体がリスク感度を向
上させ、迅速な対応を促すとともに、情報の隠ぺいは絶対に
しない企業風土の醸成に努めています。

事業継続計画（BCP）の策定状況

　マルハニチログループは、事業継続計画（BCP）に関する
基本方針を定め、新型インフルエンザや大規模地震などの
緊急事態発生時において、従業員とその家族の安全を確保
しながら、重要な事業を適切に維持・運営するための計画の
策定を進めています。

新型インフルエンザ対策
　マルハニチログループでは、2008年にワーキングチーム
を設置し、新型インフルエンザ対策の検討を開始しました。
2009年3月には、新型インフルエンザ発生時における緊
急対策本部の設置や従業員への感染防止、事業継続計画
（BCP）などの実践方法を定め、その対策をグループ内へ
理解・浸透させるためのマニュアル類を整備しています。また、
「新型インフルエンザ対策行動規則」を制定し、グループ全
体への周知を徹底しています。

大規模地震対策
　大規模地震の発生に備え、「マルハニチログループ事業継
続計画（BCP）規程」を制定し継続的改善をはかっています。
定期的な演習や計画の見直しにより、より実効性の高いシス
テムへの改善をはかるとともに、グループ会社のBCP導入を
順次進めています。

情報漏えいの防止対策
　機密情報の取り扱いについては「文書管理規程」を定め、
文書の保管・保存、廃棄に関する基準に則って管理してい
ます。また、個人情報の取り扱いについては、高度情報通信
社会における個人情報保護の重要性を十分に認識し、個人
情報の保護に適用される法令やそのほかの規範に基づいた
「個人情報保護方針」を掲げています。マルハニチログルー
プでは、この「個人情報保護方針」を実行するために「個人
情報保護取扱規程」を策定し、イントラネットを活用したe-
ラーニングなどで従業員や関係者に周知徹底するとともに、
内部監査によって遵守状況を確認しています。さらに、これら
規程類を適時・適切に見直すなど、継続的な改善をはかって
います。

リスクマネジメント
グループ全体でリスクマネジメントの強化に努めるとともに
事業継続計画（BCP）の整備を進めています。
また、情報セキュリティに関する体制強化や従業員教育を
推進しています。
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日本政策投資銀行による
BCM格付取得
（最高ランクの格付の取得）

TOPICS

マルハニチロは、2017年11月、（株）日本政策投資銀
行（DBJ）が行う「DBJ BCM格付」において、最高ランク
の格付を取得しました。
「DBJ BCM格付」は、DBJが融資を行う際に、DBJが

防災や事業継続への取り組みが優れた企業を評価・選
定するもので、「グループガバナンス」「危機管理体制の
強化」「高度な防災および事業継続対策」について高く
評価されました。
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